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平
成
１８
年
度
予
算
に
は
、
野
方

駅
北
口
開
設
に
関
連
し
た
事
業
に
、

２
億
１
千
万
円
余
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
長

年
の
悲
願
で
あ
り
、
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
に
も
大
き
く
影
響
す
る
。

ま
た
、
北
口
開
設
に
あ
わ
せ
、
駅

周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
や
産
業
の
活

性
化
を
図
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

�
１８
年
度
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。
�
地
域
住
民

へ
の
情
報
提
供
や
説
明
会
、
駅
周

辺
の
商
店
街
関
係
者
と
の
意
見
交

換
が
必
要
で
は
な
い
か
。

区

長

�
上
半
期
は
地
権
者

と
の
積
極
的
な
交
渉
を
重
ね
、
用

地
を
取
得
す
る
と
と
も
に
、
西
武

鉄
道
と
北
口
整
備
の
基
本
協
定
を

締
結
し
、
下
半
期
は
基
本
設
計
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
�
北
口
整
備

に
は
、
隣
接
住
民
の
方
々
、
駅
利

用
者
や
商
店
街
関
係
者
の
理
解
が

欠
か
せ
な
い
。
産
業
活
性
化
な
ど

の
視
点
を
含
め
、
適
宜
、
説
明
会

や
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
い
。

区
長
選
へ
の
決
意
は

小
泉
総
理
は
、
聖
域
な
き
改
革

を
痛
み
に
耐
え
て
行
う
重
要
性
を
、

繰
り
返
し
指
摘
し
て
い
る
。
中
野

区
に
お
い
て
も
、
未
来
に
責
任
を

持
ち
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望

の
あ
る
中
野
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
、
区
長
が
今
回
所
信
表
明
で

発
言
し
て
い
る
こ
と
を
着
実
に
実

行
し
、
さ
ら
に
改
革
を
加
速
さ
せ

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
次
期
区
長

選
に
向
け
て
の
決
意
は
。

区

長

就
任
以
来
、
持
続
可

能
な
区
政
の
基
盤
を
確
固
た
る
も

の
と
す
る
構
造
改
革
や
区
財
政
の

建
て
直
し
に
取
り
組
み
、
一
定
の

成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
こ

の
実
績
を
踏
ま
え
、
新
し

い
中
野
の
歩
み
を
着
実
に

進
め
る
べ
く
、
引
き
続
き

区
政
を
担
当
し
責
任
を
果

た
し
て
い
く
決
意
で
あ
る
。

公
・
私
立
幼
稚
園
の

税
負
担
格
差
を
解
消
せ
よ

私
立
幼
稚
園
は
区
立
幼

稚
園
に
比
べ
て
余
り
に
も

保
護
者
の
負
担
が
大
き
い
。
区
の

保
育
料
の
算
定
基
準
で
は
、
一
人

あ
た
り
の
区
立
幼
稚
園
児
の
税
負

担
は
２４
万
円
近
く
に
な
る
一
方
、

私
立
幼
稚
園
児
に
対
す
る
税
負
担

は
１０
万
８
千
円
の
補
助
金
だ
け
で
、

倍
以
上
の
歴
然
と
し
た
格
差
が
あ

る
。
公
私
間
格
差
は
早
期
に
解
消

す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
方

法
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

区

長

１９
年
度
以
降
の
区
立

幼
稚
園
の
保
育
料
の
引
き
上
げ
と

私
立
幼
稚
園
の
保
護
者
補
助
金
の

増
額
に
よ
っ
て
、
段
階
的
に
公
私

間
格
差
の
解
消
を
図
る
方
向
で
、

１８
年
度
に
検
討
し
、
具
体
的
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
し
た
い
。

区
は
、
地
域
セ
ン
タ
ー
の
職
員

を
引
き
あ
げ
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を

し
な
い
と
い
う
当
初
の
計
画
を
、

複
数
の
職
員
を
配
置
し
、
住
民
票

な
ど
を
交
付
す
る
と
変
え
た
。
職

員
対
応
は
当
然
だ
が
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
確
保
や
シ
ス
テ
ム
の
活
用

な
ど
、
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い

る
。
一
度
白
紙
に
戻
し
、
改
め
て

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

区

長

地
域
セ
ン
タ
ー
を
地

域
住
民
の
活
動
拠
点
と
す
る
た
め
、

（
仮
）
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
の

転
換
を
進
め
る
が
、
窓
口
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
区
民
の
利
便
性

を
確
保
し
、
集
約
化
を
進
め
る
。

子
ど
も
医
療
費
制
度
を
拡
充
し

区
民
の
要
望
に
応
え
よ

区
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
０
・

７５
と
深
刻
な
事
態
に
な
っ
て
お
り
、

少
子
化
対
策
は
緊
急
の
課
題
で
あ

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
で
も
、
区

民
は
、
所
得
が
減
る
中
、
経
済
支

援
を
求
め
て
い
る
。
子
ど
も
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
を
中
学
生
ま

で
と
し
、
通
院
や
入
院
食
事
代
も

対
象
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

区

長

通
院
や
年
齢
の
拡
大

は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
食
事

代
は
日
常
的
に
支
出
す
る
経
費
で

あ
り
、
助
成
す
る
考
え
は
な
い
。

し
か
し
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
１０
か
年
計
画
で
、
戦
略
の
一

つ
と
位
置
付
け
て
い
る
。
施
策
を

工
夫
し
実
施
し
て
い
き
た
い
。

不
要
な
調
査
費
・
委
託
費
は

削
減
せ
よ

警
大
跡
地
な
ど
の
地
区
計
画
作

成
や
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に

か
か
る
７
事
業
と
調
査
・
委
託
費

は
、
異
な
っ
た
４
事
業
に
修
正
し

て
執
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

１７
年
度
財
務
監
査
で
、
「
十
分
に

検
討
さ
れ
ず
、
基
本
的
方
向
づ
け

が
な
い
ま
ま
に
予
算
計
上
し
た
た

め
」
、
ま
た
、
「
安
易
に
変
更
す

べ
き
で
は
な
い
」
と
も
指
摘
さ
れ

た
。
警
大
調
査
を
め
ぐ
っ
て
は
１６

年
度
も
丸
投
げ
が
指
摘
さ
れ
た
。

今
後
は
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

区

長

ま
ち
づ
く
り
調
査
は
、

状
況
に
応
じ
、
必
要
不
可
欠
な
も

の
に
つ
い
て
実
施
し
て
い
る
。
指

摘
の
あ
っ
た
調
査
の
執
行
方
法
の

変
更
は
、
予
算
の
趣
旨
を
損
な
う

も
の
で
は
な
く
、
所
期
の
事
業
目

的
を
達
成
す
る
上
で
必
要

な
対
応
で
あ
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

本
郷
通
り
歩
道
を

改
善
せ
よ

本
郷
通
り
の
歩
道
は
、

狭
く
、
車
道
へ
の
傾
斜
が

大
き
く
、
滑
り
や
す
く
て

危
険
で
あ
る
。
早
急
に
改

善
し
て
欲
し
い
が
ど
う
か
。

区

長

１８
年
度
に
現
況
調
査

を
行
い
、
改
善
手
法
を
検
討
し
、

整
備
を
行
っ
て
い
く
。

�
か
ね
て
か
ら
会
派
と
し
て
主

張
し
て
い
る
が
、
警
察
大
学
校
等

跡
地
の
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の
公

園
用
地
の
取
得
と
道
路
な
ど
の
基

盤
整
備
は
、
地
方
公
共
団
体
の
仕

事
と
考
え
る
。
開
発
者
か
ら
は
、

都
市
環
境
整
備
の
部
分
で
負
担
を

求
め
る
な
ど
、
柔
軟
な
手
法
を
採

用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
�
今
後

の
事
業
推
進
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

区

長

�
跡
地
へ
は
、
１
・

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
防
災
公
園
を
整

備
す
る
予
定
で
あ
る
。
公
園
や
道

路
の
整
備
は
、
区
が
施
行

者
と
な
り
用
地
取
得
や
工

事
な
ど
を
行
い
、
開
発
者

か
ら
は
応
分
の
負
担
を
求

め
る
考
え
で
あ
る
。
�
国

は
、
本
年
３
月
中
に
跡
地

の
処
分
方
針
を
決
定
す
る

予
定
で
あ
る
。
区
と
し
て

は
、
来
年
度
中
に
地
区
計

画
の
都
市
計
画
決
定
を
行

い
た
い
。

幼
児
総
合
施
設
で
は

質
の
高
い
幼
児
教
育
の
確
保
を

�
区
立
幼
稚
園
の
幼
児
総
合
施

設
へ
の
転
換
は
、
入
園
募
集
停
止

を
想
定
す
る
な
ど
、
予
断
を
持
っ

て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
。
見
解

は
ど
う
か
。
�
１０
か
年
計
画
で
示

さ
れ
て
い
る
区
立
幼
稚
園
２
園
の

幼
児
総
合
施
設
へ
の
転
換
は
、
幼

児
教
育
の
質
の
確
保
を
目
指
す
取

り
組
み
と
し
て
、
位
置
づ
け
る
べ

き
だ
。
設
置
者
と
し
て
の
区
長
の

考
え
は
ど
う
か
。

区

長

�
園
児
募
集
の
考
え

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
募
集
停
止
を

想
定
す
る
の
で
は
な
く
、
幼
児
総

合
施
設
の
運
営
の
あ
り
方
、
設
置

主
体
、
転
換
手
順
な
ど
を
検
討
す

る
中
で
示
し
た
い
。
�
幼
児
総
合

施
設
は
、
社
会
環
境
や
子
ど
も
た

ち
の
家
庭
状
況
な
ど
か
ら
、
今
後

必
要
で
あ
り
、
区
立
幼
稚
園
の
幼

児
総
合
施
設
へ
の
転
換
は
、
先
導

的
な
取
り
組
み
と
考
え
て
い
る
。

１０
か
年
計
画
を
財
政
的
に

担
保
す
る
財
政
計
画
策
定
を

�
特
別
区
へ
の
財
源
配
分
に
対

す
る
都
の
対
応
は
、
不
誠
実
極
ま

り
な
い
。
交
渉
過
程
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
の
区
長
の
見
解
は
ど

う
か
。
�
１０
か
年
計
画
と
同
時
に

提
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
財
政

計
画
は
い
つ
提
出
さ
れ
る
の
か
。

ど
の
よ
う
な
計
画
な
の
か
。

区

長

�
都
側
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
大
変
不
満
を
持
っ
て
い

る
。
今
後
、
役
割
分
担
を
明
確
に

し
、
十
分
な
配
分
率
を
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
�
財
政

計
画
の
枠
組
み
は
、
１０
か
年
計
画

の
中
で
示
し
た
が
、
三
位
一
体
改

革
に
よ
る
影
響
な
ど
、
さ
ら
に
分

析
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
が

あ
る
。
今
後
の
財
政
の
あ
り
方
を

整
理
す
る
中
で
、
精
度
の
高
い
も

の
と
し
て
示
し
て
い
き
た
い
。

放
置
自
転
車
の
徹
底
的
な
撤
去

と
、
駐
輪
場
整
備
で
、
駅
周
辺
は

き
れ
い
に
な
っ
た
が
、
撤
去
な
ど

の
経
費
を
実
費
負
担
さ
せ
る
放
置

自
転
車
返
還
手
数
料
５
千
円
は
高

い
の
で
は
な
い
か
。
平
成
１３
年
の

手
数
料
値
上
げ
以
降
、
返
還
率
は

落
ち
、
他
区
で
も
同
様
の
状
況
に

あ
る
。
大
量
生
産
、
大
量
消
費
の

時
代
に
手
数
料
を
下
げ
、
一
台
で

も
多
く
、
も
う
一
度
乗
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
循
環
型
社
会
を
形
成

し
、
ご
み
ゼ
ロ
都
市
中
野
の
理
念

と
一
致
す
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

区

長

毎
日
の
撤
去
と
、
実

費
負
担
の
両
方
の
効
果
で
放
置
自

転
車
が
減
少
し
た
と
考
え
て
い
る
。

返
還
率
は
高
い
方
が
よ
い
が
、
返

還
率
と
返
還
手
数
料
の
額
は
相
関

関
係
に
な
い
と
考
え
て
い
る
。
返

還
で
き
な
か
っ
た
自
転
車
も
、
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
な
ど
、
ご
み
に
し

な
い
方
法
を
講
じ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
選
定
の

公
平
性
・
透
明
性
を
高
め
よ

最
少
の
経
費
で
最
大
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
が
、
�

事
業
者
選
定
過
程
の
透
明
性
や
、

公
平
性
を
高
め
る
た
め
、
監
査
法

人
や
外
部
委
員
な
ど
を
加
え
て
は

ど
う
か
。
�
事
業
者
が
適
切
な
事

業
展
開
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、

現
地
確
認
な
ど
の
実
施
を
ル
ー
ル

化
し
て
は
ど
う
か
。

区

長

�
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会
は
、
職
員
以
外
を
委
員
と

し
た
り
、
委
員
以
外
の
者
に
出
席

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
外
部

の
者
を
選
定
委
員
に
加
え
る
こ
と

第
１
回
定
例
会

一

般

質

問

区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
を

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

野野
方方
駅駅
北北
口口
開開
設設
のの

具具
体体
的的
スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
はは

自
由
民
主
党
・
民
社
ク
ラ
ブ

大
内

し
ん
ご

課課
題題
のの
多多
いい
地地
域域
セセ
ンン
タタ
ーー

再再
編編
計計
画画
をを
再再
検検
討討
せせ
よよ

日
本
共
産
党
議
員
団

岩
永

し
ほ
子

警警
大大
等等
跡跡
地地
のの
基基
盤盤
整整
備備
はは

区区
のの
責責
任任
でで
進進
めめ
よよ

公
明
党
議
員
団

大
泉

正
勝

手手
数数
料料
引引
きき
下下
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本郷通り

「新しい中野をつくる１０か年計画」
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